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～法律に基づく学校運営協議会の役割～
①学校運営の基本方針を承認すること。
②学校運営について教育委員会や校長に意見を述べること。
③教職員の任用について教育委員会に意見を述べること。

説明

意見

承認
参画

情報提供

　宮崎市では、「①学校運営への参画」「②学校運営への必要な支援」「③学校と地域住民の双方向によ
る地域貢献の環境づくり」「④地域まちづくり推進委員会などの既存の組織との連携・協働」を推進するこ
とを規則に定め、特色あるコミュニティ・スクールを進めていきます。

４つの視点で「宮崎市ならでは」のコミュニティ・スクールを進めます

学校運営への参画
学校運営への
必要な支援

地域貢献への
環境づくり

①特色を生かした教育活　
　動への支援
②地域学校協働本部や関
　係団体との連携・協働
③学校と地域のコーディ
　ネート機能

①学校運営の目標共有　
　と基本方針の承認
②教育活動に関する意
　見の申し出
③学校関係者評価との
　一体的運用

①学校に関する地域課題
　の共有
②地域素材や人から学ぶ
　キャリア教育
③地域活動へ参加参画で
　きる環境や機会づくり

既存の組織との連携と協働による体制づくり

学校運営の改善 地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり
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　学校運営協議会は、保護者や地域住民が、育てたい子ども像や目指す学校像などの目標を学校と共
有し、当事者として学校運営に参画する仕組みです。学校と地域が対等の立場で、一定の権限と責任を
もって学校が抱える様々な課題について協議し、よりよい学校づくりに向けて学校運営の改善を進めま
す。この学校運営協議会の仕組みをもつ学校を「コミュニティ・スクール」といいます。

コミュニティ・スクールとはどのような仕組みなの？

すべては子ども達のために



清武中学校区のコミュニティ・スクールでは、学校運営協議会の協議内容をふまえた取組や課題解
決を具体的に進める場として、「教育連携部会」・「学校支援部会」・「地域貢献部会」という３つの部
会を設けて取り組んできました。令和６年度からは、それぞれの視点を残しつつ、３つの部会を統合し、

熟議や提案を行いながら、実働的な取組につなげています。

事例紹介

　地域学校協働活動とは、地域住民等による幅広い参画により、地域全体で子どもの学びや成長を支え
るとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、学校と地域が連携・協働して行う様々な活動です。
宮崎市では、すべての学校と地域において、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に進め、

学校運営と地域づくりに資する活動が一層進んでいく姿を目指しています。　

地域学校協働活動との一体的な取組を進めます

スマイルプロジェクトのキャラク
ターである「ひまいる」ちゃんは生
徒の発案です。

家庭教育支援

体験活動 等

地域学校協働本部

地域住民や地域団体など多様な
構成による緩やかなネットワーク

継続的で多様な活動を行うために、
地域と学校をつなぐコーディネート機能
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～地域と学校をつなぐために～
　地域学校協働活動が継続的かつ円滑に行われるためには、地域と学校をつなぐコーディネーター的
な機能が必要です。その機能を果たすのが、「地域学校協働本部」といわれる地域住民等の参画によ
る緩やかなネットワークです。宮崎市では、地域まちづくり推進委員会、公立公民館などの既存の組織

と学校が連携・協働できる「地域学校協働本部」の体制づくりを進めています。

地域との連携を強化し、児童生徒の自己肯定感の醸成を目指すコミュニティ・スクールの推

進　　→　児童・生徒を称賛する機会を増やす　（スマイルメッセージの取組）　　　　

清武中学校区学校運営協議会（清武スマイルプロジェクト）

学校支援部会の視点

　　　　↓

「児童・生徒を見守る
学校支援」

地域貢献部会の視点

　　　　↓

「地域ボランティア活
動への積極的参加」

教育連携部会の視点

↓

「スマイルあいさつ
運動の推進」


